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氏

名 
 

専門科目 問題用紙・解答用紙（1／3） 

受

験

番

号 

                  

 

採 点 

 
問題用紙・解答用紙は全部で 3枚あります。建築環境系研究コース志願者は第 1問 （1枚目）を解答してください。
プロダクト系研究コース志願者は第 2問（2 枚目）と第 3問（3枚目）を解答してください。 
 

第 1 問（建築環境系研究コース志願者用） 
【問１】 

現在の建築や都市に関する問題には、気候変動、自然環境破壊など地球規模の環境に関するものや、空き家問題等の社会的

な問題など、様々なものがある。このような建築や都市に関する問題の中から１つ選び、あなたの研究や設計がどのように貢

献できるかを述べなさい。イラストなどを効果的に用いてもよいが、主として文章で示すこと。 

 

解答欄 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【問２】 

屋外の環境（光、風、熱、音など）を室内に効果的に取り入れていると考える建築物を１つ以上例に挙げ、①その屋外環境

の利用の仕方、②建築意匠に与える影響、③室内の快適性について述べよ。特に有名建築に限らない。身近な建築でもよいが、

その場合は所在地や周辺の気候風土なども併せて説明すること。イラストなどを効果的に用いてもよいが、主として文章で示

すこと。 

 

解答欄 
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採 点 

 
問題用紙・解答用紙は全部で 3枚あります。建築環境系研究コース志願者は第 1問 （1枚目）を解答してください。
プロダクト系研究コース志願者は第 2問（2 枚目）と第 3問（3枚目）を解答してください。 
 

第 2 問（プロダクト系研究コース志願者用） 
あなたが大学院でデザイン研究したいテーマとその内容について３つの項目に要約し、その理由について記述しなさい。また、

３つの項目の中で最も重要と考えられるデザインポイントをスケッチしなさい。 

 
テーマ                               

 

項目①                              

 

理由:                                                           

 

 

項目②                              

 

理由:                                                          

 

 

項目③                              

 

理由                                                          

 

 

スケッチ 
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氏

名 
 

専門科目 問題用紙・解答用紙（3／3） 

受

験

番

号 

                  

 

採 点 

 
問題用紙・解答用紙は全部で 3枚あります。建築環境系研究コース志願者は第 1問 （1枚目）を解答してください。
プロダクト系研究コース志願者は第 2問（2 枚目）と第 3問（3枚目）を解答してください。 
 

第 3 問（プロダクト系研究コース志願者用） 
パッケージデザインは、商品を企業と消費者につなぐ役割を果たします。また、商品ブランドがどのような価値や独自性があ

るかを視覚的に訴求することや素材や機能性など、多角的な視点から商品のアイデンティティーをデザインすることが必要で

す。 

パッケージデザインにおいて重要な役割を５つあげ、それぞれについて90 字以上100 字以内で述べてください。 

 

①                     
                    

                    

                    

                    

                    

 

②                     
                    

                    

                    

                    

                    

 

③                     
                    

                    

                    

                    

                    

 

④                     
                    

                    

                    

                    

                    

 

⑤                     
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採 点 

 
 
 
問題：以下の英文のうち下線部(1)と(2)を全訳しなさい。英文は、ケネス・フランプトン著『現代建築史』の「第Ⅱ部 第 14 章 バ

ウハウス：理念の進化 1919~1932 年」の一部である。 
 
 
(1) The furniture workshops, under Marcel Breuer’s brilliant direction, started in 1926 to produce tubular steel 
light-weight chairs and tables which were convenient, easy to clean and economical. These pieces, together with the light 
fittings from the metal workshop, were used to furnish the interior of the new Bauhaus buildings. By 1927 the ‘licensed’ 
industrial production of such Bauhaus designs was in full swing, including the Breuer furniture, the textured fabrics of 
Gunta Stadler-Stölzl and her colleagues, and the elegant lamps and metalware of Marianne Brandt. (2) In that year too,  
Bauhaus typography finally matured with Bayer’s austere layout and sans serif type, about to become world famous for 
its exclusion of upper-case letters. The year 1927 also saw the formation of the architectural department, under the 
leadership of the Swiss architect Hannes Meyer. A number of Breuer’s prefabricated house designs of around this time 
reflect the immediate impact of Meyer’s influence. Meyer brought with him his talented colleague Hans Wittwer who, 
like him, had been a member of the left-wing ABC group in Basle. 
 

（Kenneth Frampton, “Modern Architecture: A Critical History” Third edition  

(Thames and Hudson, 1992 ), pp.128 より） 
 
 
解答欄： 

 

著作権上の理由から、以下 10 行省略 
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